
































に、鴨川沿いに寺院が集中して移転された場所で、明治以後いくつかの寺は移転し、新京極 おかれ 劇場・映画館・飲食店の並ぶ繁華街になった地区である。劇場・映画館は消えたが、寺院は現在も本能寺、誓願 など大寺院が残っている。
　鴨川にかかる三条大橋は、もとは小規模な橋だったが、天正十七




から東山越えの山道にかかる蹴上までは古代の愛宕郡下粟 郷 京都七口が定まるとその一つ「粟田口」と言われ、そこから東山を越える山道は「日ノ岡越え」といい山科盆地に通じた。道はそこ ら盆地を横切り、近江国の大津宿 は更に逢坂山を越え 逢坂山の手前、追分は伏見・奈良方面への街道と大津・三井寺方面への間道の「小関越え」が分岐し、大津方面への街道には古代には「逢坂関」が置かれていた。この付近は江戸時代から近江国が山城国に突
出しており、現在も京都府内に滋賀県が突出している。都往還のもう一つの重要な地点であった。
　日ノ岡峠、逢坂峠とも傾斜はかなり大きく、古代から険しい部分
の切り下げ工事が行われ、また琵琶湖を使い大津に運ばれた北国からの貨物を京都に運ぶ牛車のため江戸時代には路面に車の幅に合わせて溝を掘った「車石」 敷か 。現在でも道路両側の公園・社寺の庭石、石造文化財の基礎石などに転用され 車石がよく見られる。
　なお、東山を越え山科に至る道には平安京羅城門を出て東に進


















下京区の境は道幅の広い四条通りであるが、この二大路の周辺には東国に関係する伝説地が くつかある。四条通りの下京区綾小路には神田明神の小祠があり、乱に失敗して俵藤太秀郷に討たれた平将門の首がさらされていた地と伝える。伝説では将門の首は再起を宣言して離陸、東国へと飛行したが尾張の熱田神宮、または美濃の南宮大社の神に撃墜 れた 言う。また三条弁慶石町に 武蔵坊弁慶ゆかりの大石があり 奥州にちなむ話を含む多 の伝説が記録されている。
　三条大橋を東に、鴨川を渡ると粟田郷であるが、近世は知恩院の
手前、白川橋から東を粟田口と言った。征夷大将軍 してたびたびの東北出陣で活躍した坂上田村麻呂 弘仁十一年（八一一）五月二三日に死去した「粟田別業」 （ 『日本後紀』 ）の場所 不明であ 、平安時代初期に東北経営に力のあった人物が の入り口近くにいたと言うのは興味深い。その墓が日ノ岡を越えた宇治郡来栖村に定められ、甲冑を帯びて立ったまま埋葬されたというのは死後も平安京を東国の脅威から守るという意味があるのだろうか。後世に「桓武天皇が都を守るため鉄 甲冑を帯び弓箭を持った武将 塑像を埋めて塚を築いた」と伝える東山の「将軍塚」も粟田口と都の双方を
にらむ東山の山上にある。
　またこの付近は貴族の別邸もおかれた。摂関政治初期の重要人
物、藤原基経（八三六～八九一）の山荘は粟田口の北、岡崎付近とされている。ただし清和天皇の崩じた清和院、後の円覚寺が基経別荘の跡地とされているが、清和源氏の信仰篤く、たびたび 変転の後嵯峨野に再建 た円覚寺では「再建前には左京区下池田町にあった」と伝えている。ここは岡崎より更に北で粟田口よりは離れている。藤原道長の兄で関白就任直後に没した藤原道兼（九六一～九九五）も粟田殿 呼ばれ ここに別邸があったらしい。あるい東国からの情報や荘園から 貢納物を一刻も早く入手する為だったのだろう 。
　またこの付近は東国から峠を越えて都に攻め込む最終・最大の隘






























































































































































































































し急冷することにより硬く鋭利にする事が出来る（焼き入れ、焠） 。「鉄は熱処理により、青銅より遙か 高性能の刃物を造れ、しかも銅製錬の技術があれば、遙かに埋蔵量が多い鉄鉱石から容易に製錬できる」 の 古来鉄器時代の開始について論じられている所である。
　現在セラミック、各種金属の合金、酸化物、窒化物などの硬い新







工夫により他をしのぐ製品を作ったのであろうが、一子相伝の刀剣製造の技術は門外不出、明治の廃刀令、近代金属学 伝来後にようやく秘伝書の公開、公刊と金属学的研究が始まった。この時代には日本刀の評価が欧米にも広まり 日本 金属学揺籃期 研究者も揃って日本刀の技術に言及している（註一〇）
　江戸時代の人々も実用兵器としての刀剣の研究を行っていた。平

























































































佐藤貫一（寒山）博士の晩年近くに著された『山城鍛冶』 （註一三）では山城の古刀の刀匠居住地として西洞院、大宮、三条、四条、五条などの通りを挙げ、平安時代 刀匠は三条・五条に 鎌倉時代から南北朝時代には粟田口派が粟田口にいた、来派以下の居住地は不明、とする（補註） 。
　佐藤博士によると三条の刀匠は一条天皇（在位九八〇・寛和二年
～一〇一四・寛弘八年）の時代、永延年間（九八七～九八九）ごろに作刀とされているから、藤原道長の出世しつつある時代でもある。 『古刀銘尽』には三 小鍛冶宗近 子・弟子に吉家、在国 二代宗近がおり、在国の子・弟子に兼永・国永がいたとされ 。
　宗近の代表作は徳川将軍家伝来の国宝「三日月宗近」で、後に酒
井家より皇室献上の太刀、 岐阜県南宮大社の太刀などが現存 、 「三条」の銘を持つ物もある。更に能『小鍛冶』では稲荷明神 助力で名刀「子狐丸」を製作したなど伝説も多い。山城鍛冶の 表で、武家政権以前の作品ということもあるのか京都 伝説にもしばしば登場し、祇園祭山鉾巡行の「長刀鉾」の竿上の大長刀はもと宗近 作を用い、源義経・弁慶主従 佩刀も 作であったと伝え 。
　興味深いのは東国、東北地方までにも「三条小鍛冶宗近が訪れて




天皇の御番鍛冶に備前鍛冶に混じり粟田口藤三郎国安、粟田口藤林国友が見え（東寺観智院正和本銘尽） 、粟田口国家の六人の子国友、久国、国安、国清、有国、国綱の内であるという（久国は閏月番鍛冶） 。 の子が則国、その孫弟子が粟田口藤四郎吉光で、江戸時代には正宗・郷義弘とともに天下三作と讃えられた名工である。
　現在山城刀工の作品は国宝十七口となっているが、最近の刀剣研
究書（註一四）によると鎌倉～南北朝期に活躍する、渡来人の末裔と称する来派は居住地も定かでなく その後の山城刀は室町時代には地方の名工に圧倒されてしまい 新刀期の埋忠明寿 堀川国広、伊賀守金道らの活躍後 大量生産された奈良刀などの仕入れ、小売りが中心になってしまう。三条・粟田口の名声はまさに日本刀完成期の一時期の栄光であった。
（二）なぜこの地域に刀剣伝承があるのか　平安京から東国に向かう主要道路の、京域 外れ近くに何故鍛冶








た。遺跡の検討会が開催され、武器・武具の遺品も出土していることが報じられた（註一五） 。時代は九世紀であるが、この前後の東北地方での軍事行動が活発だった には茨城県北部から福島県浜通地方を中心とした地域に大製鉄遺跡群があり、出羽国の後方地である北陸地方にも似た遺跡群 発見されつつある。
　これらの鉄関連遺跡は軍事行動に必要な膨大な鉄素材とその加工
製品の需要により形成され、最終的には内郡化した東北北部まで拡散し、規模を縮小して古代を通 鉄の製錬・加工が行わ るのであるが、その軍事行動の中心 である都から 出陣には示威目的も含めて大量の武器・武具の生産が必要 あっ はずである【図版八】 。そのための鍛冶工房群が所在したのが三条・五条大路の東から粟田口であっ のではあるまいか。
　日本で主流であった砂鉄資源を製錬する製鉄遺跡は製錬炉、炭
窯、工房と労働者の居住設備などの遺構、膨大な鉱滓、炉壁、鞴羽口などの遺物が残るが、加工工房 らかなりの規模でも遺跡・遺物はあまり残らず、表面観察による遺物の発見も限られている。その点で井戸や泉を手がかりにした伝承が近世以後であっても文献に残っているのは貴重である。 「軍事と造作」終焉 後は街道沿いのよろず鍛冶屋として民需もあ 、説話文学にも残るような鍛冶集落が後まで たのであろう。
　同時にこの地域には東国における軍事技術の動向がいち早く伝え
られ、技術改良の中心地となったことも考えられる。騎馬戦闘における反りのある片刃 太刀が「奥州刀」 して届けられ、戦訓とともに改良さ 一応の完成を見たのがこの「三条」銘の太刀であったと考えるのが無理なく理解できるのではないだ か。
　古刀の銘尽には名刀とされながら刀匠名のみ伝わり、現物は遙か
後世の物しか伝わらないものがある。その代表に「舞草」 「月山」などと「奥州・出羽」の刀匠と伝える一群の刀匠がいたが、 剣鑑定が盛んな時代には「当代 用いず」と消えてし って る。室町時代の『尺素往来』 羅列され 「遺（鑓）刀
　長刀、及太刀、腰































































現在の郵便番号簿で見ても東山区に粟田口鍛冶町の他上京区に上鍛冶町、中京区に鍛冶町・鍛冶屋町・横鍛冶町 下京区と伏見区にも鍛冶屋 がある。江戸時代初期の京都案内 『京雀』 は 「かぢ屋町」「かぢ町」 「町内かぢ屋おほくあり」などが三六カ所もあり、製品が特化している鍛冶屋町には「釘かす ひ」 「槍矢の根」などもあるが大半は「よろず打物鍛冶」で注文次第で何でも造ったようでる。また『毛吹草』には山城 名物に「鍔、剃刀 包丁」 「針」 「仕立刀」 「太刀」等が見え が この時代 は刀匠の名や製作地は見えない。
　その中で粟田口周辺に刀匠の伝承地が多いのに注意して考察して
みた。
　刀匠居住地伝説は江戸時代に将軍、大名家の間に名刀の贈答が盛
んになり、特に粟田口吉光の作が正宗・義弘と並ぶ名作とされたこ
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都からみちのくへの入り口に
　　
とから、牛若丸弁慶の遺跡の如く近世以後の捏造観光名所だとする説もある。ただし伝承地 立地と井戸などの所在を考えるとそう無下に否定できるものではないと思われた。更にこの地は謎に包まれている日本刀の起源にも関わる遺跡・伝承地であり、今後の 古学的発見に期待して問題提起とした。
　京都の東国への出入り口に刀工、それも日本刀成立期から完成期
にかけての居住地の伝承があること、それは古代国家の東国開拓、武士団の勃興と実戦による東 の情報交換と技術改良の地であり、従ってここが日本刀製作技術の始原 地の一つではないかと考証して見た。
　「みやことみちのく」の関係はかような分野でも資料が多く、未
だ気づかれない研究材料も多いと考え、残された時間をその探求に当てるつもりである。今回も多くの方々から資料提供、ご助言を頂いたことに感謝して筆を置く。
（平成三〇年九月三日）
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